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令和4年度中高生NPO体験セミナー事前学習会実施報告書

ー 背景

令和4年8月9日

菊川市市民協働センタ ー

市民協働センタ ーでは、中高生を対象に市内のNPO法人で社会貢献活動を体験する

「中高生NPO体験セミナー 」を開催している。中高生にとっては興味のある分野で

活動を体験することで社会貢献を身近に感じてもらうなど若者参加の地域づくり

のきっかけにつなげている。

この学習会は今夏開催の「中高生NPO体験セミナー」 に向け、NPOの活動への理解

促進と、 参加者がより地域や自分自身を知るきっかけになればと開かれた。

2. 目的

中高生の参加者がNPOで社会貢献活動を体験する前に、自分の新たな可能性に気づ

く機会となり、体験には目的意識を持って参加できるようになることを目的とする。

3. 実施概要

開催日時 7月16日（土）13:30~16:00

会 場 菊川市役所庁舎東館プラザきくる3階会議室

対 象 中高生NPO体験セミナー参加者

参加者数 中高生49名 （一般見学者 3名）

主 催 菊川市市民協働センタ ー

菊川市地域おこし協力隊 大山智世

協 力 認定NPO法人キ ーパー ソン21

（チー ム静岡 10名）（チー ム湘南 3名）

4. 実施内容

1) 冒頭挨拶（約10分）

市民協働センタ ー長の笠原がNPO体験セミナーの趣旨を説明。 また、 参加者同士

のアイスブレイクを目的に、 グルー プごとに自己紹介•他己紹介を実施。

2) ト ークセッション（約20分）

菊川市地域おこし協力隊として活動する大山智世さんを招き、ト ークセッション

を行った。参加した中高生に、 それぞれの興味のあることに自分の意志で取り組

んでほしいとメッセ ー ジを送った。 内容の概略は以下の通り。



•市の魅力が市内外に発信されていないことや人的交流が少ないといった課題

から、菊川の魅力を発信し、訪れてくれる方を増やすことをミッションとして活

動。 具体的には外からの目線での魅力発信、既存イベントのお手伝いや新規イベ

ントの企画運営を実施。

・菊川は地域活動に取り組む人が多く、自身も地域との関りを学びたいとの思い

を持って活動。

・活動で大切にしていることは、ワクワクすることにどんどんチャレンジしてみ

ること、 決断は自分自身ですること。

3) ワークショップ（約110分）

認定NPO法人キ ー パー ソン21チー ム静岡が、 ワークショップ「自分のわくわく

エンジン®を見つけよう」を実施。NPOの活動を体験する前に、自分に向き合い、

「わくわくエンジン®」を考え言語化することで、NPO体験が新たな自分との出会

いの場になることを目的として、 好きなこと•ものを言い合う「好きなものビン

ゴ」 や、 自分がわくわくすること •その理由を深堀りするワ ークに取り組んだ。

その後「わくわくエンジン®つて何？」と題して、 実際に「わくわくエンジン®」

を発見したことで生き方や進路を見つけることができた少年の事例を紹介。

5. 事前学習会の様子
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・ボランティアの前に何をするのか知りたかったから。

・事前にNPOについて知っておきたいと思ったから。

・事前学習会で今回参加するポランティアの目標を決めようと思ったから。

・ ボランティアをする前に、 知識を深めておきたいと思ったから。

・将来、 福祉系の職業につきたいと思ったときに、 学校の先生からすすめられて興味を持ったからです。

・ボランティアに参加することが初めてなので、 ボランティアをする際に大切なことを学びたいと思ったから。

．何をするか分からなかったことと、 普段関わらない人と関わる良い機会になると思ったから。

・大学入試の際、 力になると思った。 学校でよくすすめられて興味をもった。

•初めて参加するNPOなので、 どうすれば良いのかどんな気持ちで届ければ良いのか知りたかったから。

・話を聞くことで、 より一層ポランティアに対する意識や思いが感じることができれば良いと思ったから。

・事前学習会に参加してからポランティアをした方が、 スム ー ズにできると思ったから。

また、 どんな人がいるのか知りたかったから。

・きくがわまちづくりスク ー ルのつながり

• NPO体験セミナ ー のポスタ ー （募集用紙）

【高校2年］

•いろいろなことを学びたいと思ったから参加します。

・行ってみたほうが何か良い成果を得られることができると感じたから。

•いつもの日常では出来ない経験ができると思ったから。

・地域の活動に興味があったから。

・ボランティアを行うにあたり、 知識などを得るために参加した方がよいと思ったため。

・知識を得たり、 沢山の経験ができればと思ったから。

・学校でチラシが配られた。

•ここから参加する上で知っといたほうがいいと思ったから。

・事前学習会に「是非参加してください」と書かれていたから。

・正直に言うと、 一応参加する方が良いと思ったからです。

【高校3年】

．困っている人を助けるうえでためになることを学べると思ったから。

・ボランティアに対する意識や認識を深めようと思ったから。

•初めてNPO体験に参加するので、 プログラムを行う前に必要なことが学べるのではないかと思ったから。

•この学習会で具体的にどのようなことをするのかを知って、 当日に正しく行えるようにしたかったからです。

・中学生から高校生まで来るため色々な人と交流を深めたいと思ったから。

• NPOに体験に行くから。 どのように活動するのか理解するため。

・パンフレットを見て、 やってみたいと思ったから。

・友達からボランティアのことを聞き、 地元のボランティアしかやったことがないこともあり、

菊川の事をもっと知りたいと考えたから。

•まちづくりスク ー ルの際に、 笠原さんにすすめていただいたため。 大学進学のための力にするため。

•前回参加して、 色々な方の話を聞くことができたから。

．去年に一度参加したから。

•前も参加したから。

•こういった会に参加するのが初めてだったから。

・やったほうがいいとかいてあったので来ました。
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•自分の好きなことと他の人の好きなことは違って、 共通点も変わってくるから個性を大事にしていきたい。

・私は自分で決断するという言葉が話しをきくなかでとても印象に残りました。 自分のしっかりとしたわくわく

エンジンを見つけていきたいです！ ！

・わくわくエンジンの映像で自分の夢を実現しようと努力することが大切だと実感した。

・自分がやりたいと思ったことは、 勇気を出して行動してみようと思いました。

・わくわくエンジンは自分の原動力だということ。 わくわくすることを探すのはとても大切なことだということ。

・好きなものの共通点を知れたこと。

・わくわくするものは同じでも、 その理由は違います。

•自分のことがたくさん知れてよかった。

・ キーパーソンの人の体験談。

•自分の思っていることをアウトプットすることにより、 自分をより知れることが分かったので、 アウトプット

をしていきたいと感じた。 まずは一 歩踏み出すことが大事だと感じた。

•初めて会った人とうまく話せるのか最初は不安だったけど話していく中で共通の好きな物があったり、 新たに

好きになったものができたりしてとてもためになった。 今後もこのような活動があったら参加してみたい。

・周りのことに自分の内側に意識を向けることが大切だと感じた。

．何かをするときは、 使命、 情熱、 行動、 展望を持って取り組みたい。 また、 わくわくエンジンを自分に探り

未来の自分につなげたい。
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